
評
と
併
せ
て
御
参
照
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。∞
窓
口
問
。
包

C
ロ
ル
〈
叩
門
的

-
Q
司
同
何
回
臼

H
由
申

A
H
-
H
Z
+
ω
A
F
C暗
唱
・

781 

佐
口
一遺
著
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究

本
書
の
構
成
の
大
枠
を
示
す
。

序
設
I

カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の

ム
ス
リ
ム

-
t宗
数
的
生
活
秩
序

2

聖
職
者
と
数
皐

E

ア
l
フ
ァ

l
ク
廟
墓
の
三
百
年

1

7
1
フ
ァ

l
ク
廟
墓
の
裂
見

2

ア
1
7
7
1
グ
廟
墓
の
様
相

E

砂
漠
の
聖
墓

-

殉
教
街
道

i

2
殉
数
者
の
園

3

タ
リ
ム
か
ら
天
山
へ

N

タ
リ
ム
の
水
透
ム
ス
リ
ム

ー

ド
l
ラ

I
ン
人
の
歴
史
と
民
族
誌

2

ロ
プ
人
の
歴
史
と
民
族
誌

V

恰
密
の
ム
ス
リ
ム

-

恰

密

公
園
の
形
成

ム
ス
リ
ム
反
飢
期
の
恰
密

2 

新

菟

康
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3 

ム
ス
リ
ム
王
と
民
衆

結
語
附
篇
中
園
田
民
の
宗
教
的
生
活
秩
序

文
献
目
録

索
引

内
容
の
要
約
は
以
下
の
通
り
。

序
説
で
は
、
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
住
民
が
、
清

朝
統
治
下
、
異
数
徒
に
よ
る
支
配
と
は
無
関
係
に
イ
ス
ラ
ム
の
基
本
と
宗
教
的

生
活
秩
序
を
遵
守
し
て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
、
本
書
で
、
そ
の
「
イ
ス

ラ
ム
制

度
、
ム
ス
リ
ム
杜
舎
の
寅
紋
を
歴
史
的
か
つ

民
族
誌
的
に
編
集
す
る
」
こ
と

で
、
そ
の
「
イ
ス
ラ
ム
性
を
探
究
す
る
」
と
宣
言
す
る
。

-
章
で
は
、
清
朝
統
治
期
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
イ
ス
ラ
ム
の
諸

様
相
に
燭
れ
る
。
ま
ず
、
義
務
行
篤
「
五
行
」
に
ま
つ
わ
る
『
西
域
闘
士
山
』・

『
回
調
志
』
・
『
西
域
開
見
録
』
の
記
事
、
ま
た、

ィ
ス
ラ
l
ム
の
二
大
祭
り

・

パ
ラ
l
ト
祭
な
ど
の
年
中
行
事
や
婚
姻
・
誕
生
・
命
名
・
教
育
・
割
躍
・

葬
躍

な
ど
の
習
俗
に
つ
い
て
の
、
上
記
漢
語
史
料
や
穴
民
自

o
?
の
5
2
&
・

可
。
三
回
。
〈
・
〈
弘
子
宮
ロ
O
〈
ら
に
よ
る
文
章
中
の
記
事
を
列
傘
す
る
。
失
に
、

ア
ホ
ン
、
ム
ッ
ラ
l
、
ヵ

l
デ
ィ

l
の
役
割
、

清
朝
統
治
下
に
お
け
る
イ
ス
ラ

ム
法
運
用
の
寅
態
に
関
し
て

H
N
E
E
-
F〈
Z
2
な
ど
の
著
書
か
ら
示
し
、
マ

ス
ジ
ド
、
と
く
に
カ

シ
ュ
ガ
ル
の
ジ
ャ

l
ミ
ー
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
マ
ド
ラ

サ
と
数
皐
に
つ
い
て
は
、

m，
C
3
3
r
・
ω}石
毛
・
出
血
円
吉
岡
田
ロ
ロ
な
ど
一
九
世
紀

以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
記
録
を
も
と
に
、
と
く
に
ヤ
ル
カ
ン
ド
の
吠
況
を
紹

介
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
『
西
域
間
見
銭
』
と
『
凶

Mao--
の
著
作
か
ら
カ
ラ
ン

ダ
ル
ハ
リ
紳
秘
主
義
者
)
に
つ
い
て
の
部
分
を
拾
う
。

E
章
で
は
、
ヵ
シ
ュ
ガ
ル
東
郊
に
あ
る
ア
l
フ
ァ

I
F
N
ホ
I
ジ
ャ
の
マ
ザ

ー
ル

(
H廟
墓
〉
に

つ
い
て
の
資
料
を
整
理
す
る
。
ま
ず、

清
朝
期
の
『
回
彊

志
』
・
『
西
域
間
見
録
』
・
『
回
彊
逼
士
山
』
に
お
け
る
絞
述
を
抽
出
し
、
回
ぬ
一
一
四
者
の

「
カ
シ
ュ
ガ
ル
史
」

や

吋

A
E
E
ι
同
g
N
H
K
品目
g
な
ど
か

ら
そ
の
起
源
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

ωzd〈や
m，D
同
日
吋
手
が
一
九
世
紀
後
半
に
こ
の
廟
を
訪
問

し
た
と
き
の
報
告
を
引
用
し
た
あ
と
、
粛
雄
が
ホ
l
ジ
ャ
一

族
の
墓
と

「
呑
妃

墓
」
を
別
物
と
誤
解
し
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
中
園
の
著
者
た
ち
の
記
述
に
尾
を

ひ
い
た
と
指
摘
す
る
。
次
に
、
中
華
民
園
期
に
訪
問
し
た
謝
彬

・
目

z
z
g
-

r
R
E問
、
人
民
共
和
園
成
立
後
に
波
達
さ
れ
た
蒲
隈
修
、

ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の

作
家

γロ
宮
司
包
と
な
ど
に
よ
る
記
事
を
列
奉
す
る
。
中
華
民
園
期
に
つ
い

て
は
と
く
に
、

こ
の
廟
墓
の
ワ
ク
フ
を
め
ぐ
る
係
争
に
関
す
る
新
彊
省
都
督
楊

増
新
の
指
令
文
全
文
を
翻
誇
し
て
載
せ
る
。

E
草
は
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
各
地
域
の
マ
ザ
l
ル
に
つ
い
て

で
あ
る
。

ま

ず
、
東
ト
ル
キ
久
タ
ン
最
初
の
ム
ス
リ
ム
と
さ
れ
る
サ
ト
ゥ
ク
H

ポ
グ
ラ
H

ハ

l
ン
の
廟
墓
、
殉
教
者
と
さ
れ
る
ア
リ
l
H
ア
ル
ス
ラ
l
ン
H
ハ

I
ン
の
廟
墓

な
ど
、
カ

シ
ュ
ガ
ル
、
ャ
ル
カ
ン
ド
の
廟
墓
に

関

す

る

明
O
H
師三
r
・〈同一
T

r
r
S
2
・
Z
E
5
・
大
谷
探
検
隊
・

ω
Eロ
-
T
Z
Eロ
・
】
曲
円
江
田
m
・
3
ぇ・

8
?
冨
B
S
H
y
o
g
ら
の
記
事
を
順
次
並
べ
る
。
こ
の
地
域
に
は
イ
ス

ラ
ム

殉
教
職
士
な
ど
の
廟
が
多
数
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
の
傘
崇
封
象
と
な
っ
て
い
た
と

い
う
。
ホ
タ
ン
で
は
、
ニ
ヤ
北
方
で
殉
教
し
た
と
さ
れ
る
イ
マ
l
ム
H

ジ
ャ
ー

フ
ア
ル
H

サ
l
デ
ィ
グ
の
廟
墓
に
つ
い
て
司

2
Z
2
と

の

B
E
H
L
が
採
録

し
た
俸
設
を
紹
介
し
、
廟
の
二

O
世
紀
初
頭
に
お
け
る
寅
情
も
停
え
る
。
さ
ら

に
、
ト
P
ル
フ
ァ
ン
の
マ
ザ
l
ル
を
、
関
知
窓
口
C
〈
の
口
碑
資
料
を
も
と
に
簡

単
に
列
摩
す
る
。
最
後
に
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
マ
ザ
l
ル
全
般
に
遜
じ
る
傾

向
と
し
て
、
形
態
の
固
有
性
と
ロ
ケ
イ
シ
ョ

ン
か
ら
、
そ
の
信
仰
の
非
イ
ス
ラ
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ム
的
側
面
を
強
調
す
る
。

w章
で
は
、
オ
ア
シ
ス
居
住
の
一
般
的
な
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
と
は
や
や
異

な
る
少
数
「
種
族
」
集
園
を
扱
う
。
ま
ず
、
「
ド
l
ラ
1
ン
人
」
を
と
り
あ
げ

る
。
か
れ
ら
が
清
朝
の
ベ
グ
の
管
制
下
に
あ
っ
た
一
八
・
一
九
世
紀
に
つ
い
て

は
清
朝
史
料
か
ら
、
一
九
世
紀
後
半
J
二
O
世
紀
初
め
に
つ
い
て
は
旬
。
円
凹
3
r・

穴
氏
名

arz
・
MM
2
Z
2
・出

as
ら
の
著
書
か
ら
、
そ
の
政
治
的
動
静
や

居
住
地
の
様
子
、
と
く
に
漁
携

・
狩
磁
を
中
心
と
す
る
生
業
の
賞
態
、
特
異
な

風
習
な
ど
に
つ
い
て
燭
れ
る
。
次
に
、

「ロ
プ
人
」
に
つ
い
て
、
一
八
世
紀
に

ジ
ュ
ゾ
ガ
ル
勢
力
へ
の
封
醸
の
な
か
で
ロ
プ
地
域
に
進
出
し
た
清
朝
官
吏
に
よ

る
報
告
を
丹
念
に
拾
う
と
と
も
に
、
司
ogu瓦
Y
-MV円
N
Y
2白
F
E
-
-
司君仲間
0
4

ら
の
叙
述
に
あ
る
「
ロ
プ
人
」
に
関
す
る
情
報
や
口
碑
資
料
を
掲
げ
て
、
そ
こ

に
一
五
世
紀
以
降
の
歴
史
の
一
側
面
の
反
映
を
よ
み
と
る
が
、
そ
の
種
族
史
を

構
成
す
る
の
は
困
難
と
結
論
す
る
。
ま
た
、
住
地
の
様
相
、
漁
携
に
従
事
す
る

濁
特
の
生
業
形
態
、
習
俗
・
儀
種
、
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の

観
察
か
ら
活
篤
す
る
。

V
章
は
、
ハ
ミ
と
い
う
一
オ
ア
シ
ス
、
特
に
そ
こ
を
支
配
し
た
郡
王
に
焦
黙

を
蛍
て
る
。
ま
.
す
、
一
七
世
紀
末
以
後
の
政
治
史
を
清
朝
史
料
を
も
と
に
検
討

す
る
。
ジ

ュ
ン
ガ
ル
勢
力
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ハ
ミ
の
頭
目
ウ
パ
イ
ド
ゥ

ッ
ラ

ー
は
ガ
ル
ダ
ン
の
汲
落
を
機
に
清
朝
に
忠
誠
を
誓
い
、
そ
の
子
孫
〈
郡
玉
〉
が

清
朝
統
治
下
で
、
代
々
領
土
を
安
堵
さ
れ
た
牢
濁
立
の
「
公
園
」
を
ハ
ミ
で
保

持
し
た
と
論
じ
る
。
あ
わ
せ
て
『
西
域
園
士
山
』
・
『
回
彊
遁
士
山
』
・
『
林
則
徐
日

記
』
な
ど
よ
り
ハ
ミ
の
二
城
市
(
H
H
回
城
・
漢
城
)
、
ハ
ミ
に
属
す
る
主
要
な

五
城
村
に
つ
い
て
述
べ
る
。
次
に
、
一
八
六
四
年
に
勃
裂
し
た
ム
ス
リ
ム
反
鋭

の
時
期
の
ハ
ミ
の
情
勢
の
襲
化
を
漢
語
史
料
を
も
と
に
追
い
、
郡
王
が
一
貫
し

て
清
朝
に
忠
誠
を
示
し
た
と
主
張
す
る
。
ま
た
、

『
聴
圏
西
彊
雑
述
詩
』
・
『
恰

密
直
隷
廃
郷
土
志
』
や
の
E
B
Eの
R
Z自
主
0

・
冨
曲
目
居
門
官
官
・
J
同

ogm-

r
g
g
E
・
MMHNZSて由主
-
F
刊
の

2
・
大
谷
探
検
除
・

ω宮
山
口
・
林
競
・

出
色
吉
の
叙
述
か
ら
、
ハ
ミ
の
諸
様
相
や
嘗
時
の
ハ
ミ
郡
玉
、

シ
ャ
1
u
マ

グ
ス
l
ド
の
出
身
や
人
と
な
り
に
つ
い
て
の
情
報
・
観
察
を
俸
え
る
。

最
後

に
、
郡
王
と
住
民
に
関
し
て
、
前
掲
著
者
や
粛
雄

・
日
野
強
・
謝
彬
な
ど
に
よ

る
回
城
や
王
宮
に
つ
い
て
の
記
事
を
整
理
す
る
。
二

O
世
紀
初
頭
に
訪
問
し
た

の
R
E
P
R帥
の
記
述
や
同
箆
2
0
4

の
口
碑
資
料
に
よ
れ
ば
、
敬
慶
な
ム
ス
リ

ム
た
る
郡
王
は
領
民
に
イ
ス
ラ
ム
法
を
遜
守
す
る
よ
う
巌
し
い
措
置
を
講
じ
た

と
い
う
。
ま
た
、
莫
大
な
牧
場
資
産
を
保
有
し
た
郡
王
は
専
制
的
領
主
権
を
運

用
し
、
領
民
に
苛
酷
な
街
役
を
課
し
た
と
い
う
。

「
結
語
」
で
は
本
書
が
、
「
異
文
化
と
接
綱
、
共
存
し
て
き
た
か
れ
ら
の
イ

ス
ラ
ム
信
仰
、
聖
停
、
マ
ス
ジ
ド
、
マ
ザ
l
ル
、
宗
教
的
生
活
秩
序
に
関
す
る

情
報
を
民
族
誌
的
に
編
集
し
、
さ
ら
に
そ
の
歴
史
的
検
楚
の
た
め
に
ハ
ミ
地
方

の
ム
ス
リ
ム
社
曾
を
集
中
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
」
あ
る

と
評
し
た
う
え
で
、
「
全
鐙
と
し
て
一
八
J
二
O
世
紀
の
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
の
ム

ス
リ
ム
の
貧
態
を
民
族
誌
的
に
編
集
す
る
試
み
で
あ
っ
た
」
と
線
括
す
る
。

「
附
篇
」
で
は
、
著
者
が
一
九
四
四
年
七
・
八
月
に
内
蒙
古
田
民
調
査
圏
の

一
員
と
し
て
従
事
し
た
民
族
皐
的
調
査
を
も
と
に
笈
表
し
た

『民
族
拳
研
究
』

掲
載
論
文
(
一
三
1

四
、
一
九
四
九
〉
の
一

部
を
再
録
す
る
。
調
査
時
勲
に
お

け
る
回
民
(
現
在
の
回
族
〉
の
祉
曾
に
お
い
て
、
マ
ス
ジ
ド
と
宗
務
者
が
ど
の

よ
う
な
獄
況
に
あ
る
の
か
、
五
行
〈
H

イ
バ

1
ダ
ト
〉
を
中
心
と
す
る
ム
ス
リ

ム
の
義
務
行
震
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
イ
ス
ラ
ム
の
二
大
祭
り
や

マ
ウ
ル
l
ド
な
ど
の
祭
典
・
年
中
行
事
が
国
民
の
あ
い
だ
で
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
誕
生
・
命
名
・
割
穫
・
婚
姻
・
葬
縫
・
迷
信

・
服
飾
な

ど
の
習
俗
の
貧
態
は
ど
う
か
、
と
い
う
諸
問
題
に
つ
い
て
個
別
に
述
べ
ら
れ
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可。。末尾
に
文
献
目
録
(
邦
文

・
漢
籍

・
中
関
文
、
欧
文
)
と
索
引
(
邦
文

・
欧

文
〉
が
附
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
本
書
は
、
著
者
の
歴
年
の
研
究
活
動
と
の
関
連
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
警
は
純
然
た
る
書
き
下
ろ
し
の
著
作

で
は
な
い
。
し
か
し
、
過
去
の
論
文
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
適
宜
配
列
し
て
一

つ

の
著
作
の
形
態
に
ま
と
め
た
も
の
で
も
な
い
。
た
し
か
に
、
本
書
の
大
字
は
、

以
前
に
出
版
さ
れ
た
論
文
あ
る
い
は
モ
ノ
グ
ラ

フ
の
一
部
が
元
に
な
っ
て
い

る
。
-
章
の
ー
は

『
十
八
|
十
九
世
紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
社
曾
史
研
究
』
医
章

の
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
ム
」
、

W
章
の
1
は
「
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ド

l
ラ
l
ン
人
|
|
歴
史
と
民
族
誌
」
(『癒
大
間
半
術
』

ω
R∞・・
2
0・
少
忌
∞
∞
)
、

W
章
2
は
「
ロ
プ
人
の
歴
史
と
民
族
誌
」

(
『内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
六
続
、

一
九
九

O
)、
V
震
は
「
新
彊
コ
ム
ル
の
イ
ス
ラ
ム
公
園
|
|
恰
密
郡
王
領
の

歴
史
11
」

(『
東
洋
製
報
』

七
二
巻
三

・
四
鋭
、
一
九
九
一
)
の
、

そ
れ
ぞ

れ
増
補
改
訂
で
あ
る
。

E
-
E章
の
一
部
に
は
、
本
書
自
鐙
に
は
注
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
「
新
彊
(
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
〉
の
イ
ス
ラ
ム
ー
ー
そ
の
寺
院
と
廟

墓
|
|
」
(
『
鏑
大
祭
術
』

ω
2・∞・
・
2
0・叶
・
5
∞由
〉
の
叙
述
と
重
複
す
る
部
分

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

i
章
を
除
け
ば
、
一
九
八
八
J
九
一
年
に
出
版
さ
れ
た

論
文
と
針
感
性
が
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
に
つ
い
て
、
既
刊

論
文
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
部
分
も
、
と
く
に

V
章
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
情
報

が
附
加
さ
れ
、
原
形
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
横
充

・
増
補
さ
れ
た
濁
自
の
内
容
を

示
し
て
い
る
。
原
論
文
の
方
が
歴
史
を
再
構
成
す
る
た
め
の
議
論
の
道
程
が
明

解
と
い
うt
印
象
を
輿
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
草
な
る
槍
補
の
次
元
を
越
え
た
こ
の

よ
う
な
改
援
は
、
本
書
出
版
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
貧
際
の
研
究

活
動
に
お
い
て
扱
わ
れ
な
が
ら
、
掲
載
分
量
の
限
定
さ
れ
る
「
論
文
」
で
は
牧

録
制
割
象
か
ら
排
除
さ
れ
た
多
様
な
材
料
が
跨
跨
な
く
投
入
さ
れ
た
結
果
と
想
像

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
著
者
の
博
捜
ぶ
り
の

一
端
を
か
い
ま
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
本
書
は
、
文
字
化
さ
れ
た
過
去
の
業
績
の
寄
せ
集
め
で
は
な
く
、
た
ゆ
ま

な
く
推
進
さ
れ
て
き
た
著
者
の
最
近
の
研
究
動
態
の
堕
鏡
さ
を
忠
貧
に
反
映
す

る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
書
が
、
基
本
的
に
、
著
者
に
よ
る
最
近
数
年
間
の
最
新
の
研

究
の
所
産
を
わ
れ
わ
れ
の
前
に
開
示
す
る
も
の
で

あ
司
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
、
著
者
に
よ
っ
て
長
年
に
わ
た
り
精
力
的
に
展
開
さ
れ
た
研
究
作
業

・
成
果

の
な
か
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
著
者
に
よ
る
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
史
に
関
す
る
主
要
な
仕
事
と
し
て
は

『
十
八
|
十
九
世
紀
東
ト

ル
キ
ス

タ
ン
祉
舎
史
研
究
』

と

『
新
酒
民
族
史
研
究
』
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
で

は
主
に
、

清
朝
の
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
に
糾
問
す
る
統
治
鐙
制
の
特
質
の
究
明、

都
接
す
る
コ
l
カ
ン
ド
N

ハ
l
ン
園
と
の
政
治
閏

・
経
済
的
関
係
の
諸
相
の
解

明
な
ど
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
の
い
わ
ば

「本
筋
」
を
見
極
め
る
べ
く
膨
大
な

労
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
。
こ
れ
と
の
関
連
で

い
え
ば
、
本
書
の

!
?
E章
は、

す
で
に
扱
わ
れ
た
歴
史
の
「
本
筋
」
の
傍
ら
で
、
嘗
地
域
住
民
の
佐
倉
・
文
化

に
お
い
て
大
き
な
比
重
を
占
め
て
き
た
信
仰
世
界
の
様
態
に
光
を
嘗
て
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
他
方
、
『
新
彊
民
族
史
研
究
』
で
は
、
東
ト
ル
キ
ス

タ
ン
全
般
の

歴
史
の
「
本
筋
」
を
扱
っ
た
前
著
に
到
し
、
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
と
い
う
一
オ
ア
シ

ス
、
イ
リ
の
タ
ラ
ン

チ
と
い
う
一
地
域
集
固
な
ど
、
や
や
規
模
の
小
さ
い
劉
象

に
焦
黙
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
本
筋
」
と
密
着
す
る
歴
史
の
細
部
を

掘
り
お
こ
す
試
み
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
手
法
は
本
書
で
も
採
用
さ

れ
て
い
る
。

『
民
族
史
研
究
』
で
の
ト
ゥ
ル
ヲ
ァ
ン
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
清
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朝
の
嘗
地
域
支
配
、
郡
王
領
の
成
立
と
展
開
、
ト
亨
ル
フ
ァ
ン
城
に
つ
い
て
の

諸
資
料
の
記
述
を
含
む
も
の
で
あ
り
、

『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』
の
コ
ム
ル
に

つ
い
て
の
考
察

(
V章
)
に
繋
が
る
。
ま
た
、
『
民
族
史
研
究
』
に
お
け
る
タ

ラ
ン
チ
や
サ
リ
ク
H

ウ
イ
グ
ル
に
関
す
る
研
究
は
、

w章
の
ド
l
ラ
l
ン
人
と

ロ
プ
人
に
つ
い
て
の
考
察
と
類
似
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
新
酒
ム
ス
リ

ム
研
究
』
に
は
、
内
容
・
方
法
の
爾
面
で
以
前
の
二
著
書
と
明
瞭
な
連
関
性
が

認
め
ら
れ
る
。
本
書
は
、
ま
ず
、
『
一
位
曾
史
研
究
』
で
扱
わ
れ
た
政
治
・
祉
舎

の
裏
面
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
佳
民
の
イ
ス
ラ
ム
信
仰
な
ど
の
側
面
に

注
視
し
て
探
究
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、

『
社
舎
史
研
究
』
と
相
互
補
完
的

な
形
で
『
民
族
史
研
究
』
が
扱
っ
た
「
ミ
ク
ロ
」
な
封
象
の
範
圏
を
庚
げ
、
新

た
な
封
象
に
劃
す
る
考
察
を
繰
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
債
さ
れ
よ
う
。
前

二
著
と
接
合
さ
れ
る
な
ら
ば
、
著
者
自
身
に
よ
る
清
朝
時
代
の
東
ト
ル
キ
ス
タ

ン
に
つ
い
て
の
歴
史
叙
述
の
一
一
層
の
康
範
化
が
貧
現
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
も
、
本
書
自
陸
、

I
I
E章
の
庚
域
的
な
議
論
と
V
章
の
「
定

結
観
測
」
と
が
結
合
さ
れ
た
立
岨
極
的
な
構
成
を
備
え
て
い
る
。

一
方
で
著
者
は
、
前
二
著
や
本
書
に
お
け
る
よ
う
な
新
殖
の
ム
ス
リ
ム
の
民

俗
面
に
射
す
る
文
献
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
九
四
四
年
の
調
査
鵠
験
を
起
鈷
と
す

る
、
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
著
者
の
主
要
な
研
究
封

象
で
あ
っ
た
一
八
J
二
O
世
紀
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
に

ま
つ
わ
る
民
族
誌
情
報
の
提
示
が
冒
頭
に
配
置
さ
れ
、
「
起
粘
」
と
し
て
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
報
告
を
も
っ
て
完
結
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
本
書
が
著
者

の
研
究
の
全
軌
跡
を
締
め
括
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
輿
え
る
。
し

か
し
、
本
書
を
こ
れ
ま
で
の
著
者
の
研
究
の
線
括
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
讃
者
は
、
本
書
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
著
者
の
研
究
の
全
箆
像
を
見
通

す
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
佐
口
史
皐
の
核
心
を
舎
得
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
は
い
け
な
い
。
本
書
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
前
著
ま
で
に
寅
施
さ
れ
た
研

究
と
の
連
績
面
に
お
い
て
、
前
著
以
後
に
進
め
ら
れ
た
研
究
作
業
の
産
物
で
あ

り
、
過
去
か
ら
将
来
へ
と
連
な
る
著
者
の
研
究
活
動
の
う
ち
か
ら
切
り
取
ら
れ

た
過
去
数
年
閲
に
属
し
て
い
る
。
将
来
、
こ
の
著
書
以
後
に
な
さ
れ
た
研
究
の

新
た
な
成
果
が
世
に
問
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
著
者
は
本
書
で
、
自
ら
立
ち
止
ま

り
、
自
ら
の
「
歴
史
」
を
振
り
返
っ
て
終
止
符
を
打
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま

い
。
怠
惰
で
棋
風
小
な
研
究
者
た
ち
が
そ
れ
に
燭
れ
る
こ
と
で
脅
威
を
感
じ
る
歴

史
叙
述
の
愛
信
装
置
は
、
今
後
も
止
ま
る
こ
と
な
く
稼
働
し
績
け
る
に
違
い
な

-u き
て
、
最
近
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
研
究
を
眺
め
る
と
、
そ
の
一
部
は
、
首

地
域
佳
民
に
よ
る
史
料
に
主
に
依
嬢
し
つ
つ
、
か
れ
ら
の
動
向
に
主
限
を
置
い

て
歴
史
を
組
み
立
て
る
と
い
う
一
意
志
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
縦
横
に
「
現
地
語
」
史
料
を
駆
使
し
、
そ
れ
以
前
の
蛍
地
域
の
歴
史
的
過

去
の
ひ
だ
に
ま
で
立
ち
入
り
つ
つ
、
一
九
世
紀
後
半
の
反
飢
の
性
格
を
解
析
す

る
べ
く
精
力
を
傾
注
し
た
キ
ム
・
ホ
ド
ン
氏
の
仕
事
(
出
版
務
定
)
や
、
首
地

域
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
が
著
し
た
史
料
を
徹
底
的
に
讃
み
込
む
こ

と
を
通
じ

て
、
か
れ
ら
の
精
紳
世
界
の
構
図
の
特
徴
的
な
断
面
を
具
鐙
的
な
権
力
関
係

・

祉
禽
関
係
と
の
関
係
性
の
な
か
か
ら
浮
き
彫
り
に
す
る
潰
回
正
美
氏
の
研
究
が

あ
る
。
評
者
も
、
微
力
な
が
ら
二

O
世
紀
前
半
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
政
治
史

を
ト
ル
コ
系
住
民
の
史
料
に
基
づ
き
、
か
れ
ら
の
意
識
と
行
動
を
、通
し
て
描
寓

す
る
と
い
う
作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
、
「
支
配
」
す
る
側
に
焦
黙
を

嘗
て
、

そ
の
統
治
の
特
質
、
そ
れ
4

主
ネ
え
る
思
想
的
援
り
所
の
回
路
を
、
「
中

園
」

(
王
朝
・
図
家
)
の
政
治
腫
制
の
あ
り
ょ
う
の
な
か
で
偉
系
的
に
解
明
し

よ
う
と
い
う
企
て
(
清
朝
期
に
つ
い
て
の
片
岡
一
忠
『
清
朝
新
彊
統
治
研
究
』
、

人
民
共
和
園
に
つ
い
て
の
加
々
美
光
行
『
知
ら
れ
ざ
る
祈
り
』
)
が
結
貧
し
て
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い
る
。
民
園
期
の
「
中
園
人
」
の
透
境
認
識
の
枠
組
を
問
う
試
み
も
開
始
さ
れ

た
(
王
何
コ
一
重
の
中
園
」
『
思
想
』
一
九
九
五
|
七
〉
。
史
料
の
面
で
は
、

よ
り
根
本
的
な
も
の
を
求
め
る
傾
向
か
加
速
し
て
い
る
。
民
園
期
に
つ
い
て
は

領
事
報
告
な
ど
の
文
書
資
料
の
利
用
が
本
格
化
し
て
お
り
、
未
利
用
の
根
本
史

料
で
あ
る
清
朝
期
楢
案
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
政
府
文
書
、
現
地
所
在
の
チ
ャ
ガ
タ

イ
語
文
書
へ
の
ア
グ
セ
ス
も
視
界
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
と
く
に
本
書
と
の
関
連

で
い
え
ば
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
文
書
の
精
査
は
、
異
教
徒
支
配
の
も
と
で
の
ム
ス

リ
ム
祉
舎
の
貧
像
に
迫
る
道
を
拓
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

イ
ス
ラ
ム
信
仰
の
歴

史
的
様
相
を
究
明
す
る
た
め
に
不
可
依
の
、
山
富
地
域
住
民
自
身
に
よ
り
著
さ
れ

た
「
現
地
一
語
」
文
献
の
現
存
紋
況
に
つ
い
て
の
情
報
も
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い

る。
こ
の
よ
う
な
最
近
の
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
研
究
の
方
向
性
に
封
し
、
本
書
の

叙
述
様
式
・
内
容
は

一
線
を
劉
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
前
掲
の
要

約
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
基
本
的
ス
タ
イ
ル
は
、
清
朝
時
代
の
漢
語

史
料
や
、
一
九
J
二

O
世
紀
に
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
を
訪
問
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
-

F

シ
ア
人
・
日
本
人
・
中
園
人
の
般
行
・
調
査
記
録
か
ら
、
清
朝
統
治

期
・
民
図
期
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
イ
ス
ラ
ム
信
仰
、
マ
ザ
l
ル
崇

奔
、
特
殊
な
種
族
集
圏
や
特
定
の
オ
ア
シ
ス
地
匿
の
歴
史
・
民
俗
、
と
い
っ
た

テ
!
?
項
目
に
沿
っ
た
記
事
を
翻
誇
し
て
提
示
し
、
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
。

著
者
自
身
、
本
書
の
方
針
を
「
カ
シ
ュ
ガ
リ
ア
日
ム
ス
リ
ム
の
貧
態
に
つ
い
て

過
去
の
資
料
、
記
録
の
編
集
を
試
み
た
も
の
」
と
し
て
い
る
。
と
く
に
テ
l
マ

の
設
定
の
し
か
た
に
は
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
見
ら
れ
る
。
著
者
自
身
、
「
歴
史
筆
的

研
究
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
少
、
民
族
誌
的
考
察
で
も
あ
り
、
歴
史
皐
と
民
族

誌
の
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
に
立
っ
た
文
化
史
で
あ
り
た
い
」
な

-
E〉
と
稽

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
貼
に
関
し
て
本
書
が
、
歴
史
研
究
と
し
て
格
段

の
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
例
え
ば
、
本
書
で
と
り

上
げ
ら
れ
た
マ

ザ
1

ル
に
関
し
て
は
、
ザ
ト
ゥ
ク
・
ポ
グ
ラ

・
ハ
ン
墓
廟
や
ア

ル
パ
タ
・
ホ
l
ジ
ャ
墓
廟
の
辿
っ
た
歴
史
の
軌
跡
が
、
具
種
的
な
政
治
的
状
況

の
な
か
で
演
じ
た
役
割
の
嬰
濯
を
中
心
に
、
ト
ル
コ
系
住
民
自
身
の
著
作
や
文

書
か
ら
、
す
で
に
再
現
さ
れ
て
い
る
(
潰
田
正
美
「
サ
ト
ク
・
ボ
グ
ラ

・ハ

ン
の
墓
腐
を
め
ぐ
っ
て
」
『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
三
四
、
一
九
九

一
u

穴
-
自

国
O
仏
O
口
問
・
同
】
』
v
n
w

の
一
宮
内
同
。
¥
h
w
b
h誌
な

立

』

円

QMH筒
、
詰
吋
S
-
b
S
H
a
p
〉
ロ
円
阻
止

唱
曲
目
u
m
H

官

冊
目
。
口
同
町
門
目
先

E
〉
♂
H
由
也

N
〉。

他
方
、

『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』
が

「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ

ン
に
立
つ
」

と
い
う
も
う
片
方
の
民
族
皐
の
方
面
に
お
い
て
は
、
現
在
、
本
格
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
伴
っ
た
研
究
活
動
か
進
捗
中
で
あ
る
。
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の

信
仰
世
界
に
つ
い
て
、
評
者
が
直
接
知
る
限
り
で
も
、
博
士
論
文
を
準
備
中
の

研
究
者
(
東
京
大
祭
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
聞
き
が
二
人
お
り
、
出
版
さ
れ
た
具

盤
的
な
成
果
も
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、

「
現
地
」
研
究
者
の
調
査
や
諸
種

の
資
料
の
蓄
積
も
か
な
り
の
程
度
進
展
し
、

そ
の
結
果
の
一
部
は
す
で
に
出
版

物
の
形
で
自
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
現
代
ウ
イ
グ
ル
語
の
著
作
と

し
て
、
〉

ECH邸
主
自
国
臥
E
r己
F
門、
い可
持
臣
、
同
町
言
。
h
ミ
」
ぜ
宣
(
?
と
自
問

喧
包
』

Z
M仲
山
口
百
円

r
g
S〉
と

q
v
h
R
w
-
h
，。h
b
N

。
之
、
V
恥
喝
由
民
丸
紅
凶
お
い
て
き
吋

(
似
宮
古
ロ
間
口
ω山
口

Z
郎
山
口

u
s
z
-
H
S
S
が
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
自
身
の
手
に

よ
る
鐙
系
的
な
民
族
拳
的
な
著
作
は
従
来
皆
無
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
劃

期
的
な
意
義
を
も
っ
。
と
は
い
え
こ
れ
ら
は
、
イ
ス
ラ
ム
信
仰
が
歴
史
上
の
あ

る
段
階
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
吠
態
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
現
黙

に
至
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』
が
引
用
す

る
漢
語
や
欧
文
の
資
料
に
よ
る
文
般
的
な
裏
附
け
を
ま
っ
た
く
敏
い
て
い
る
。

雨
者
の
封
照
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
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こ
の
他
、
「
現
地
」
で
の
調
査
の
報
告
と
し
て
は
、
『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』

の
1
1
V章
の
内
容
に
直
接
関
わ
る
資
料
を
含
む
新
彊
祉
倉
科
皐
院
宗
教
研
究

所
『
新
彊
宗
数
研
究
資
料
』
が
あ
り
〈
非
公
開
)
、
佐
口
氏
が
そ
の
成
果
を
と

り
い
れ
る
時
間
的
徐
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
蘇
北
海
・
責
建
筆
『
恰
密
、
吐
魯

番
維
吾
繭
玉
歴
史
』
(
新
彊
大
祭
出
版
社
、

一
九
九
三
)
の
な
か
で
、
ハ
ミ
郡

王
統
治
下
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
の
政
治
的
・
社
曾
的
機
能
を
詳
細
に
議
論
す
る

際
に
数
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
え
た
、
言
語
皐
関
係
で
は
、

w章
で
と
り

上
げ
ら
れ
た
「
ド
I
ラ
l
ン
人
」
の
言
語
に
つ
い
て
ウ
イ
グ
ル
人
の
代
表
的
な

言
語
皐
者
で
あ
る
ミ
ル
日
ス
ル
タ
ン
が
、
「
多
郎
維
吾
爾
人
輿
塔
皇
木
土
語
」

(
『
西
域
研
究
』

一
九
九
三
1

一
エ
〉
で
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
「
ロ
プ
人
」

の
言
語
に
つ
い
て
も
調
査
デ
ー
タ
を
枚
集
・
蓄
積
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
研
究
は
、
『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』
の
該
嘗
部
分
と
は
殆
ど
重
複
し
な

い
。
佐
口
氏
の
著
作
で
は
、
ド
l
ラ
l
ン
人
や
コ
ム
ル
城
市
・
コ
ム
ル
郡
王
に

つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
貧
見
に
基
づ
く
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
記
録
が
フ
ル
に

導
入
さ
れ
、
叙
述
の
中
執
を
構
成
し
て
い
る
が
、
前
述
の
「
新
彊
」
に
お
け
る

研
究
で
は
、
そ
れ
ら
に
封
す
る
言
及
を
ま
っ
た
く
歓
如
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
本
書
の
特
色
が
い
く
ら
か
鮮
明
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
一
九
世
紀
後
半
J
二
O
世
紀
前
半
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
の
イ

ス
ラ
ム
信
仰
、
マ
ザ
l
ル
崇
奔
、
ド
l
ラ
l
ン
人
・
ロ
プ
人
と
い
う
特
殊
な
集

圏
の
民
俗
、
コ
ム
ル
の
城
市
や
郡
王
の
形
姿
な
ど
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

放
行
者
の
観
察
記
録
を
編
集
し
て
提
供
す
る
、
と
い
う
黙
に
お
い
て
生
彩
を
放

っ
。
著
者
の
歴
史
に
劃
す
る
特
殊
な
解
穣
や
窓
意
的
な
史
料
操
作
に
煩
わ
さ
れ

ず
、
特
定
の
テ
1
7
に
閥
わ
る
史
料
上
の
関
連
記
事
に
、
基
本
的
な
歴
史
の
流

れ
に
沿
い
つ
つ
容
易
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
の
趨
勢
と
し
て
の
、
賞

地
域
住
民
自
身
の
著
し
た
史
料
、
様
々
な
文
書
史
料
を
用
い
た
研
究
に
お
い
て

も
、
「
按
行
者
」
た
ち
の
紀
行
文
か
ら
デ
ー
タ
を
掻
取
す
る
必
要
性
が
な
い
謬

で
は
な
い
。
本
書
は
活
用
す
る
に
値
す
る
内
容
を
備
え
て
い
る
。
他
方
、
進
捗

し
つ
つ
あ
る
民
族
撃
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
見
地
か
ら
は
、
過
去
の
あ
る
時

給
の
嘗
地
域
の
寅
態
に
封
す
る
「
他
者
」
の
観
察
記
録
を
知
る
の
に
至
便
な
参

考
書
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
-
本
書
は
、
現
扶
と
の
比
較
に
参
照
さ
れ
る
と
い
う
想

定
を
指
針
と
し
て
、
意
識
的
に
構
想
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
も
っ
と
も
、
既

成
の
固
定
的
な
皐
問
分
野
と
そ
こ
に
お
け
る
目
下
の
研
究
の
到
達
貼
か
ら
評
領

さ
れ
る
有
用
性
と
い
う
視
角
か
ら
の
み
眺
め
る
の
は
、
必
ず
し
も
安
嘗
で
は
な

い
。
最
近
は
、
歴
史
皐
分
野
で
も
貧
地
調
査
が
例
外
的
な
も
の
で
は
な
く
、
逆

に
民
族
拳
に
お
い
て
も
文
献
資
料
に
よ
る
歴
史
的
分
析
が
定
着
す
る
な
ど
、
分

野
や
方
法
が
交
差
し
つ
つ
あ
る
。
将
来
、
こ
の
よ
う
な
環
境
が
新
規
の
研
究
分

野
の
創
出
に
繋
が
っ
て
い
く
と
す
れ
ば
、

「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ョ
ン
に
立
つ
」

と
自
稽
す
る
本
書
の
員
債
を
、
そ
の
よ
う
な
展
開
の
な
か
で
長
期
的
に
見
定
め

て
い
く
姿
勢
も
要
請
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、
貧
利
的
な
立
場
を
離
れ
て
、
こ
の

「
透
境
」
部
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
に
糾
問
す
る
、
様
々
な
異
文
化
に
属
す
る
「
他

者
」
た
ち
に
よ
る
観
察
の
視
線
の
屈
折
、

言
設
の
起
伏
を
、
個
々
の
讃
者
な
り

の
関
心
か
ら
玩
味
し
て
み
る
の
も
慈
く
な
い
。
本
書
の
字
み
も
つ
魅
力
は
、
貨

は
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
現
地
で
の
本
格
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
、
あ
る
い
は

蛍
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
関
連
文
献
の
線
鐙
的
な
検
討
に
立
脚
し
て
本
書
の
個

々
の
内
容
を
綿
密
に
検
査
し
、
論
-評
を
加
え
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
評
者
の
力

量
を
超
え
る
。
た
だ
、

V
一
章
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
本
書
で
利
用
さ
れ
て
い

な
い
ム
ッ
ラ
l
u
ム
l
サ

l

『
ハ
ミ
l
ド
史
』
の
な
か
に
興
味
深
い
鍛
埠
か
い

く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
本
書
の
歓
を
批
創
刊
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
叙

述
ス
タ
イ
ル
に
沿
い
つ
つ
本
書
を
僅
か
な
が
ら
補
充
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
紹
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介
し
て
お
こ
う。

ま
ず
、
一
九
世
紀
後
牢
の
ム
ス
リ
ム
反
飢
期
の

コ
ム
ル
(
ハ
ミ
に
射
す
る
ウ

イ
グ
ル
語
の
呼
稽
)
に
つ
い
て

『
新
斑
ム
ス

リ
ム
研
究
』
は
、
漢
語
文
献
に
基

づ
き
、
郡
王
配
下
の

一
部
の
活
動
と
の
関
連
に
お
い
て
反
飢
朕
態
が
現
出
す
る

様
子
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
に
封
し
、
ク
チ
ャ
を
震
源
と
す
る
反
飢
の
各
地
へ

の
波
及
と
い
う
全
程
的
な
動
向
の
な
か
で
、
コ
ム
ル
で
の
反
飢
獄
態
は
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

一
八
六
四
年
、
ク
チ
ャ

の
反
飢
で
嘗
地
の
清
朝
権
力
が
打
倒
さ
れ
、
ク
チ
ャ

の
ホ

1
ジ
ャ
家
の
ラ
l
シ
デ

ィ
l
ン
u

ハ
l
ン
が
主
導
権
を
掌
握
す
る
と
、

東
・
西
に
遠
征
軍
が
波
遇
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、
タ
チ
ャ
の
ホ
l
ジ
ャ
一
族
の

う
ち
の
イ
ス
ハ

l
p
H
ホ
l
ジ
ャ
を
司
令
官
と
す
る
東
方
遠
征
軍
は
、
異
数
徒

と
の
戦
闘
を
行
い
つ
つ
ト

ヲ
ル
フ

ァ
ン
に
至
り
、
そ
こ
を
支
配
下
に
枚
め
た
。

『で、、

l
ド
史
』
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ハ

l
ク
u
ホ
l
ジ
ャ
は
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
よ

り
ム
ッ
ラ
l
H
テ
ム

l
ル
H
ハ
リ
l
フ
ァ
と
ト
フ
タ
ム

H
パ
ハ

l
ド
ゥ
ル
を
頭

目
と
す
る
人
々
を
使
者
と
し
、
コ

ム
ル
に
進
ま
せ
た
と
い
う
。
一
二
八
二
年
ム

ハッ

ラ
ム
月
一

八
日
(
一
八
六
五
年
六
月

一
一二

日
)
、
イ
ス
ハ

l
F
M
ホ
l
ジ

ャ
は

一
六

O
O
O人
の
軍
隊
と
と
も
に

コ
ム
ル
征
服
に
向
け
て
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン

か
ら
出
陣
し
た
。
前
述
の
ム
ッ
ラ
l
H
テ
ム
l
ル
H
ハ
リ
l
フ
ァ
ら
は
事
前
に

コ
ム
ル
で
蜂
起
し
、
「
ヒ

タ
イ」

(
HH満
洲
人
・
漢
人
)
た
ち
を

一
掃
し
て
イ

ス
ハ

l
p
N
ホ
i
ジ
ャ
を
待
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る

(
F

C
ロ仏

C
2
2
5
-ミ

円

FrH白
HVJ
』
釦

HH-ロ
m
nc
=伶
n
zoロ・

HMHO〈
-
Hmω
・
同
・日町
田l
印

E
-u
)
。

一
方
、
『
欽
定
卒
定
険
甘
新
彊
回
匪
方
略
』
巻

一
O
九、

恩
麟
奏
に
よ
れ

ば
、
同
治
四
年
五
月
二
四
日
(
一

八
六
五
年
六
月

一
七
日
〉
に
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン

の
反
飢
者
ム

ス
リ
ム
が
マ
ミ
の
ト
ル
コ
系
ム
ス
リ
ム
と
結
合
し
、
に
わ
か
に
反

乱
を
起
こ
し
た
と
い
う
。

二
六
日
、
反
航
者
た
ち
が
南
北
雨
路
か
ら
城
壁
を
包

圏
攻
撃
し
た
の
に
封
し
、
清
朝
側
は
城
の
う
え
か
ら
砲
撃
で
臨
応
戦
し
た
。
域
内

の
軍
糧
は
柏
駅
乏
し
、
防
御
す
る
の
が
困
難
と
な
っ
た
。
火
葵
庫
を
燃
や
し
、
域

内
の
官
吏

・
兵
隊

・
有
力
者

・
住
民
の
大
牢
は
命
を
捨
て
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
で
ミ
城
は
陥
落
し
た
と
い
わ
れ
る
。
賞
記
事
に
お
け
る
、
反
観
者
の
ハ
ミ
城

攻
撃
の
日
附
(
一
八
六
五
年
六
月
一
九
日
)
は
、

『
ハ
ミ

l
ド
史
』
に
お
け
る

イ
ス
ハ

l
タ
H

ホ
l
ジ
ャ
の
コ
ム
ル
征
服
に
向
け
て
の
出
震
の
日
附
(
六
月

一

三
日
〉

の
六
日
後
で
あ
る
。
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン
|
コ
ム
ル
聞
は
約
四

0
0キ
ロ
メ

ー
ト
ル
あ
り
、
一
二
日
行
程
で
あ
る
と
い
う。

こ
れ
ら
雨
史
料
に
お
け
る
日
附

と
事
貫
関
係
に
基
つ
け
ば
、

『
方
略
』
に
お
け
る
ハ
ミ
陥
落
の
記
事
が
、

『
ハ

、、
l
ド
史
』
に
あ
る
、
イ
ス

ハ
l
ク
"
ホ

l
ジ
ャ
到
来
前
に
お
け
る
ム
ッ

ラ
l

H

テ
ム
l
ル
H

ハ
リ
I
フ
ァ
に
よ
る
「

ヒ
タ
イ
」

一
掃
と
い
う
記
事
と
照
態
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

『
マ
ミ
l
ド
史
』
で

は
、
清
朝
史
料
に
あ
る
コ
ム
ル
の
動
組
欣
態
の
内
情
が
嘗
地
へ
の
タ
チ
ャ
反
飢

勢
力
の
東
方
へ
の
鎖
大
の
一
環
と
し
て
明
確
に
描
骨
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

次
に
、

『
新
彊
ム

ス
リ
ム
研
究
』
で
、
コ
ム
ル
部
隊
の
先
頭
に
立

っ
て
反
飢

軍
と
戟
い、

清
朝
に
忠
誠
を
霊
し
綴
け
た
と
断
定
さ
れ
て
い
る
コ
ム
ル
の
郡
王

の
反
飢
下
に
お
け
る
割
腹
に
つ

い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
『
勺
ミ
l
ド
史
』
に

よ
れ
ば
、
ト
ゥ
ル
フ

ァ
ン
か
ら

コ
ム
ル
に
向
け
て
進
撃
し
た
イ
ス
ハ

l
p
H
ホ

l
ジ
ャ
の
軍
が

コ
ム
ル
に
五
日
行
程
の
地
黙
に
至
っ
た
と
き
、
「
郡
王
か
ら
宿

営
所
、
羊
、
ま
ぐ
さ

・
飼
料
、
食
料
、
果
物
、

ナ
ン
を
い
く
つ
か
の
車
と
路
舵

で
も
っ
て
き
た
。
そ
の
後
ろ
か
ら
郡
王
も
来
て
、
ホ
l
ジ
ャ
と
面
曾
し
た
。
す

べ
て
の
兵
隊
た
ち
に
ナ
ン

・
食
料
を
輿
え
、
充
足
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
郡
王
は

度
を
越
え
た
贈
物
を
輿
え
た
。
と
く
に
、

四

O
Oヤ
l
ム
ブ
l

(
H
H元
資
〉
、

八

O
O
O頭
の
去
勢
馬
を
贈
呈
し
た
。
羊
は
無
数
で
あ
っ
た
。
残
り
の
贈
物
が

ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
は、

こ
の
こ
と
か
ら
推
定
し
て
知
る
で
あ
ろ
う
。
贈
り
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物
と
宴
品
間
接
待
を
奉
行
し
た
あ
と
、
郡
王
は
前
進
し
て
(
ま
ち
に
〉
入
っ
て
い

っ
た
。
道
案
内
す
る
た
め
に
人
々
を
任
命
し
た
。
ホ
l
ジ
ャ
閣
下
と
究
極
の
勝

利
の
軍
隊
が
地
粘
'か
ら
地
黙
へ
と
進
み
、
(
コ
ム
ル
の
〉
ま
ち
に
近
づ
い
た
と

き
、
郡
王
は
再
び
迎
え
に
出
て
、
ま
ち
に
導
い
て
入
り
、
大
き
い
最
高
の
宮

殿
に
落
ち
着
か
せ
た
。
」
と
あ
る
。
他
の
有
力
者
た
ち
に
も
相
蛍
量
の
贈
物
を

し
た
と
い
わ
れ
る
〈
戸
日
手

l
g白
)
。
す
な
わ
ち
、
コ
ム
ル
の
郡
王
は
、
反
凱
指

導
者
と
軍
隊
の
到
来
を
前
に
し
て
、
自
ら
率
先
し
て
か
れ
ら
を
コ
ム
ル
に
導
き

入
れ
、
歓
待
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
と
恩
わ

れ
る
が
、
イ
ス
ハ

l
F
H
ホ
l
ジ
ャ
に
よ

っ
て
事
前
に
波
遣
さ
れ
た
前
述
の
ム

ッ
ラ
l
H
テ
ム

l
ル
H
ハ
リ
l
フ
ァ
が
郡
王
に
溺
し
、
自
分
た
ち
が
コ
ム
ル
の

t

「
ヒ
タ
イ
」
た
ち
を
帥
加
減
す
る
と
停
え
た
際
、
郡
王
は
関
知
せ
ず
と
い
う
態
度

を
と
っ
た
形
跡
も
あ
る
。

し
か
も
、
郡
主
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
嘗
地
域
に
お
け
る
清
朝
軍
事

力
が
反
飢
に
よ
っ
て
梯
拭
さ
れ
、
蛍
地
域
に
お
け
る
権
力
と
し
て
優
勢
で
あ
る

こ
と
が
明
白
と
な
っ
た
反
観
者
側
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
吠
況
に
陥
っ
た
と

い
う
剣
断
に
の
み
基
づ
く
も
の
、
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
と
い
う
の
は、

『
ハ
ミ
l
ド
史
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
郡
王
の
も
と
か
ら
ク
チ
ャ
反
乱
勢

力
の
首
領
で
あ
る
ラ
l
シ
デ
ィ
l

ン
u
ハ
1
ン
に
贈
物
を
携
え
た
使
節
が
波
遣

さ
れ
た
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
一
八
二

0
年
代
に

コ
1
カ
ン
ド
u
ハ
l
ン
園
領

か
ら
ー清
朝
版
圃
に
侵
入
し
、
暫
時
カ
シ
ュ
ガ
ル
を
中
心
と
す
る
地
域
を
掌
握
し

た
カ
シ
ュ
ガ
ル
"
ホ
I
ジ
ャ
家
の
ジ
ハ
1
ン
ギ
I
ル
日
ハ

l
ン
が
、
結
局
清
軍

に
敗
北
し
て
そ
の
手
中
に
落
ち
た
と
き
、
そ
の
衣
装
や
武
器
・
道
具
が
コ
ム
ル

の
郡
王
に
譲
渡
さ
れ
、
家
賓
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
使
節
は
、
タ

チ
ャ
の
ラ
l
シ
デ
ィ

l
ン
H
ハ
l
ン
の
も
と
に
至
っ
て
そ
れ
ら
を
献
呈
し
た
。

ラ
l
シ
デ
ィ
l
ン
は
そ
の
使
者
に
、
金
の
サ
ッ
ラ

(
Hタ
ー
バ
ン
)
、
錦
の
衣

服
、
教
書
な
ど
を
下
賜
し
、
錦
ら
せ
た
と
い
う
Q・
8
3。
コ
ム
ル
の
郡
王

が
、
ヵ
シ
ュ
ガ
ル
H

ホ
1
ジ
ャ
家
と
は
別
系
統
に
属
す
る
グ
チ
ャ
の
ホ
l
ジ
ャ

家
の
ラ
l
シ
デ
ィ

I
ン
に
使
節
を
迭
っ
て
こ
の
よ
う
な
献
上
ロ
聞
を
差
し
出
し
た

員
意
は
測
り
が
た
い
面
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ラ
l
シ
デ
ィ

l
ン
日
ハ
l
ン
も

ジ
ハ

l
ン
ギ
l
ル
H
ハ
l
ン
同
様
、
や
が
て
は
清
朝
の
力
の
も
と
に
屈
服
す

る
、
と
い
う
隠
さ
れ
た
合
意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な

い
。
し
か
し
、
清
朝
統
治
に
謝
す
る
「
聖
戦
」
を
敢
行
し
、
自
ら
の
支
配
を
樹

立
し
た
指
導
者
の
政
権
を
主
強
的
に
承
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
見

な
す
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

清
朝
に
反
航
し
た
指
導
者
の
遺
物
が
コ

ム
ル
郡
王
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
の
逸
話
自
鐙
の
信
渡
性
に
、
疑
義

を
は
さ
む
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ト
ル
コ
系
住
民
に
よ
る
一
著
作
が
停
え
る
郡
王
の
行
動
様

式
は
、

『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
」
に
お
け
る
そ
れ
と
は
食
い
這
っ
て
い
る
。
『
ハ

ミ
l
ド
史
』
で
は
、
郡
玉
領
に
射
す
る
統
治
権
に
根
接
を
輿
え
て
き
た
清
朝
権

力
の
み
に
謝
す
る
忠
誠
の
意
図
的
な
誇
示
は
見
ら
れ
ず
、
個
々
の
朕
況
下
で
統

治
権
に
保
誼
を
奥
え
て
く
れ
る
、
正
統
性
の
あ
り
そ
う
な
様
力
・

軍
事
勢
力
な

ら
ば
、
積
極
的
に
そ
れ
を
受
容
す
る
に
客
か
で
な
い
、
と
い
う
郡
王
の
意
向
を

み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
寅
際
、
グ
チ
ャ
方
が
ヤ
l
F
l
プ

H
ベ
グ
に
敗
北

し
て
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
取
っ
た
イ
ス
ハ

l
p
H
ホ

1
ジ
ャ
は
、
ク
チ
ャ
方
面
に
錦
還
す
る
際
、
コ
ム
ル
の
管
理
を
蛍
の
郡
王
に
委

任
し
た
と
い
わ
れ
る

Q
-
S
S。

も
う
一
つ
、
『
ハ
ミ
1
ド
史
』
の
コ
ム
ル
関
連
記
事
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
郡
王
領
の
性
格
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
「
コ
ム
ル
に
は

一
五

0
0

0
世
帯
以
上
の
人
が
い
る
。
〈
わ
れ
わ
れ
は
み
な
コ
ム
ル
の
郡
王
の
た
め
に
労

働
す
る
。
冬
で
あ
れ
夏
で
あ
れ
、
ヒ
タ
イ
た
ち
に
一
つ
の
も
の
も
輿
え
な
い
。
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も
し
コ
ム
ル
に
属
す
る
土
地
か
ら
ヒ
タ
イ
た
ち
が
土
塊
を
と
ろ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
れ
が
た
と
え
ケ
ト
マ
ン

(
H農
具
の

一
種
)
一
ば
い
で
あ
ろ
う
と
、
郡

王
の
園
庫
に
金
銀
を
輿
え
て
か
ら
そ
の
土
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
郡
王

は
)
偉
大
な
ハ

1
ン
以
外
の
い
か
な
る
官
吏
た
ち
に
も
頭
を
垂
れ
た
り
へ
り
く

だ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
:
:
:
一
五
代
の
世
系
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
あ

る
。
偉
大
な
ハ

l
ン
は
わ
れ
わ
れ
を
ジ
ュ
ル
ド
ゥ
・
ジ
ャ
サ
ク
と
し
て
輿
え
た

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
わ
れ
わ
れ
は
(
郡
王
に
謝
す
る
)
奴
僕
の
地
位

で
努
働
す
る
。
ジ
ュ
ル
ド
ヮ
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〉

と
説
明
し
た
。
郡
王
は
、
毎
年
三
六

O
個
の
メ
ロ
ン
、
九
つ
の
砥
石
を
(
清
朝

皇
需
に
〉
準
物
と
し
て
塗
る
。
こ
れ
よ
り
も
多
く
の
下
賜
物
を
手
に
入
れ
る
。

毎
年
、
か
れ
自
身
は
七
四
ヤ
l
ム
プ
l
、
妻
の
フ
ジ
エ
ン
・
ハ
ニ
ム
は
三
七
ヤ

l
ム
プ
l
、
数
疋
の
絹
織
物
を
ハ

l
ン
の
園
庫
か
ら
手
に
す
る
。
三
年
に
一
回

北
京
に
行
く
。
往
復
の
費
用
は
ハ

l
ン
の
園
庫
か
ら
で
あ
る
。
行
っ
た
と
き
は

毎
回
、
少
な
く
と
も
五

O
Oャ
l
ム
プ
ー
を
も
っ
て
か
え
る
。
と
多
く
の
絞

述
・
読
明
を
す
る
。
貧
際
に
は
、
言
っ
た
よ
り
も
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ヒ

タ
イ
に
服
属
し
た
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
な
か
で
コ
ム
ル
の
郡
王
よ
り
大
き
く
偉
大

な
ム
ス
リ
ム
は
い
な
い
。
」
と
あ
る

(
R
-
m
F
I
g
s。
コ
ム
ル
の
土
地
・
領
民

が
清
朝
官
吏
に
で
は
な
く
、
郡
王
に
直
接
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

が
清
朝
皇
帝
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
郡
王
が
皇
帝
か
ら
多

大
な
恩
恵
を
被
っ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
郡
王
の
コ

ム
ル

地
区
に
お
け
る
権
力
の
性
格
を
、
コ
ム
ル
以
外
の
出
身
で
あ
る
ム
ス
リ
ム
の
一

著
者
は
こ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
ハ

ミ
l
ド
史
』
に

よ
れ
ば
、
コ
ム
ル
で
は
イ
ス
ラ
ム
信
仰
が
純
粋
で
、
イ
ス
ラ
ム
法
の
執
行
が
厳

格
で
あ
り
、
マ
ド
ラ
サ
な
ど
に
お
け
る
教
育
が
熱
心
に
施
さ
れ
て
い
た
と
い
う

公
・
呂
田
〉
。
こ
れ
は
、
『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
記
事
と

合
致
す
る
も
の
と
言
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
補
充
は
、
他
の
部
分
で
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
二

O

世
紀
前
半
に
カ
シ
ュ
ガ
ル
な
ど
に
嬢
黙
を
形
成
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
博

道
圏
は
、
ま
さ
に
本
書
に
言
う
と
こ
ろ
の

「民
族
誌
」
に
関
わ
る
相
嘗
量
の
報

告
を
残
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
『
新
彊
ム
ス
リ
ム
研
究
』
の
部
分

・
部
分
を

中
核
も
し
く
は
周
透
部
と
し
て
、
様
々
な
テ
1
7
に
沿
い
、
本
書
で
用
い
ら
れ

て
い
な
い
史
料
も
含
め
た
テ
キ
ス
ト
の
集
積
を
、
讃
者
自
ら
の
望
む
形
で
重
層

的
に
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
九
九
五
年
二
月

吉
川
弘
文
館

2
E
+
三
六
二
頁
一

二
O
OO
固
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